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英
闘
の
銀
行
準
備
金
問
題

歩
、
寧
ろ
保
鐙
準
備
を
縮
少
せ
ん
と
す
る
が
如
を
、
他
閣
の
事
例
よ

β
類
推
す
る
と
告
は
、
柳
か
奥

様
の
戚
想
を
生
廿
な
る
に
非
-
一
?
と
雌
号
、
是
れ
英
闘
に
於
て
預
金
銀
行
の
組
問
業
繁
盛
に
殺
を
、
小

初
手
取
引
の
普
及
す
る
が
斜
め
の
み
。

五
四
八

千
八
百
凶
十
四
年
の

銀
行
特
許
依
例
に
就
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
命
ほ
非
難
の
静
怖
を
絶
大
中

y
t
雌
号
、
之
に
依
て
茶

園
銀
行
紙
幣
の
党
換
を
安
企
仁
し
北
る
の
効
果
は
之
を
蔽
ふ
可
が
ら
ヂ
。
而
し
て
市
中
銀
行

は
紙
幣
議
行
の
特
典
を
喪
失
し
、
後
行
機
を
運
用
し
て
轡
並
木
資
金
を
得
る
能
は
か
』
る
に
去
る
や
、

鍍
金
の
吸
枚
に
勉
め
て
、
預
金
銀
行
、
党
る
の
地
歩
金
設
聞
に
し
、
近
年
・
諸
銀
行
の
A
V

件
増
資
に
依

敢
て
他
あ
る
に
非
診
る
な
ん
J
O

‘
 

Y
H
.
4
l
，t
u
f
H
h
'弘、
br
・4は

。
、
各
銀
行
が
責
任
を
戚
ム
ア
る
の
念
漸
く
深
ぎ
を
加
ヘ
、
準
備
金
増
加
の
方
針
'
に
向
は
ん
と
す
る

の
際
之
に
鰯
ず
る
幾
多
の
方
案
提
唱
せ
ら
る
h

に
歪
れ
・

6
0

笑
悶
の
銀
行
制
度
が
最
切
断
中
貨

に
序
を
逐
う
ど
改
良
の
貨
を
怒
げ
来
る
は
、
是
等
事
貸
の
明
に
設
す
る
所
と
一
お
ふ
を
得
べ
を
な

'J 

枇
合
息
十
の
織
闘
に
関
し
て
は
議
論
区
々
と
し
て
一
定
ぜ
や
ノ
と
雌
号
有
名
一
般
合
事
が
一
の
科

国

寸
J
J
H
，
 

員

. 't:~~~t\ 

枇
曾
的
勢
力
と

L
て
の
慾
望
ぞ
論
ず

以
て
し
捻
る
は
五
日
人
の
首
肯
し
能
は
な
る
所
な
1

り。

晶
甲

く
滋
化
論
的
説
明
を
一
枇
舎
に
加
ふ
る
専
を
避
け
て
之
を
同
積
意
識
ょ
ん
〆
し
大
に
主
制
倒
的
傾
向

ギ
デ
ン
グ
ス
陀
ん
は
ス
ペ

Y

サ
!
氏
の
如

惑
と
し
て
・
成
立
せ
ん
と
長
ば
兎
仁
角
一
枇
舎
の
現
象
を
最
も
能
く
説
明
し
並
行
間
仁
行
は
る
、
且
淑

減
、
普
遍
な
る
瑚
泌
を
探
究
せ
た
」
る
べ
か
ら
歩
、
ス
ペ

ジ
サ
ー
は
枇
命
日
を
機
械
的
に
説
明
し
て
其

誕
ル
判
的
見
地
よ
よ
り
し
て
舵
合
的
生
活
を
論

b
大
れ
ど
弘
彼
は
只
白
然
界
と
祉
、
舎
と
の
附
の
比

輪
的
類
似
を
示
し
な
る
の
み
に
し
て
、
社
命
的
的
事
賀
を
説
明
す
る
に
直
に
宇
宙
一
般
の
大
換
を

を
一
部
し
み
ル
れ
ど
号
、
彼
は
仙
の
一
面
に
於
て
一
枇
合
の
客
制
倒
的
説
明
を
許
し
一
枇
舎
は
一
回
に
於
て

45 

必
想
的
援
民
な
れ
ど
宅
他
の
方
面
に
於
て
は
宇
宙
勢
力
の
設
現
な
1
9
3
0
n
庄
内
〈
O

E
広
O
口
目
的
げ
口
付

同
志
g
o
o
m
n
o
ω
g
k
g
o
H口
氏

03MU片山口
η
宮内切
o
m
ω
0
0山
o
z
q
・勺・ゑ
ω)
と
設
を
園
家
の
議
議
、
人
口
の
移
動
、
宗

滋
科
感
激
育
の
運
動
等
以
皆
所
間
最
少
抵
抗
の
方
向
に
於
す
る
も
の
な
ト
ー
り
と
士
・
{
張
し
叉
宗
教

枇
命
官
約
勢
力

t
L
℃
の
慾
翠
を
輸
す
、

五
四
九



.. 

社
曾
的
勢
力
之

L
て
の
慾
、
認
を
倫
ナ

M
m

道
徳
訟
感
科
事
実
感
投
惑
及
流
行
は
山
山
日
徐
効
の
法
則
に
ぬ
ふ
る
の
な
t
ク
と
論

b
た
J
9
0

少
批
抗
試
及
律
動
論
に
針
て
大
な
る
抗
議
J
Z
-
申
込
み
ノ
セ
る
は
米
凶
新
港
の
枇
合
感
済
一
口
ヅ
ス

氏
な
1

リ
。
、
ロ
ヅ
ス
氏
は
祉
曾
的
現
象
含
以
工
会
然
慾
史
に
筒
、
着
せ
し
め
ん
と
し
た
る
人
に
し

五
五
O

此
最

て
此
欧
州
に
於
て
は
ワ
ー
ド
兵
i
・
e

・
-
会
〈
同
設
な
ん
と
一
お
ふ
べ
し
。

ロ
ヅ
ス
問
的
思
へ
ら
く
ギ
デ
シ

を‘

4 
寺干}

、、

" F 
J;' ‘ 

人
叉
は
積
放
の
絢
按
叉
政
衝
突
等
の
自
然
的
外
国
介
の
事
情
に
依
て
形
成
せ
ら
れ
共
族
集
は
震

に
同
様
の
態
依
ょ
ん
J

成
立
つ
が
も
の
に
し
て
、
此
紡
迄
の
活
動
は
有
形
的
態
動
な
t

り
、
然
れ
ど
唱
比
一
ぃ

族
集
の
内
部
に
℃
多
少
類
似
の
あ
る
制
人
間
に
同
級
意
識
を
生

b
漸
々
之
が
体
お
し
て
族
集

会
憾
に
及
ぶ
に
亘
る
、
叉
絞
集
自
身
号
制
人
の
上
に
勢
力
を
及
ぼ
し
倒
人
が
族
集
英
も
の
が
白
、

己
の
家
…
服
を
絵
ひ
る
唱
の
な
る
じ
し
を
強
る
に
雫
一
F

り
故
窓
に
英
紙
合
的
関
係
を
悌
一
様
せ
ん
?
に
じ

窓
に
鮭
命
日
的
態
保
持
な
る
唱
の
誌
有
力
な
る
現
象
と
な
る
、
印
bf
枇
舎
の
各
活
動
の
中
に
、
て
或
者

~ 

'" } 

拡
大
に
人
の
塔
好
に
越
し
て
撒
迎
せ
ち
れ
て
其
勢
力
を
惜
し
或
者
は
其
不
快
を
招
を
て
級
品

せ
ち
れ
て
消
滅
ず
、
是
に
於
て
再
白
然
カ
は
其
勢
カ
を
怒
ふ
す
る
を
見
る
、
邸
%
奨
港
探
な
る
…
も

の
に
様
め
て
趨
不
趨
及
巧
拙
+
め
よ
ツ
て
…
磁
の
生
存
競
争
を
践
し
生
存
上
に
不
利
な
る
選
操
及

之
よ
み
生
歩
る
結
果
は
個
人
の
屈
従
叉
は
死
滅
叉
は
其
社
合
会
憾
の
減
む
に
依
よ
り
て
排
除
せ

ら
れ
締
ム
ツ
一
枇
舎
の
畿
日
仰
に
越
せ
る
も
の
、
み
生
存
ナ
ペ
し
、
故
仁
社
舎
の
綾
田
的
は
有
形
界
に
始

ま
t
り
有
形
界
に
終
る
も
の
な
ん
J

と
一
五
ふ
に
あ
t
りQ

制仰

b
p・-デ
Y

グ
ス
氏
の
み
r

な
ら
み
pr

牡
曾
現

47 

象
は
外
的
反
内
的
の
隠
要
素
の
相
互
的
活
動
よ
J

り
統
出
ず
る
も
の
な
'
か
と
一
五
ふ
}
栂
の
ニ
元

論
を
嶋
ふ
る
も
の
砂
わ
ら
・
下
、
且
乙
れ
一
路
滋
理
あ
る
議
論
に
し
て
例
ヘ
ば
人
口
の
増
惜
別
以
…

舵
曾
的
勢
力
と
し
て
の
総
一
認
を
諭
す

ι

留
品
近
日

、 5 ・

.' 
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耽
命
時
的
勢
.
カ
と

L
て
の
慾
翠
を
協
す

国
は
其
出
生
率
を
支
配
す
る
所
の
生
殖
の
街
動
、
子
孫
を
欲
す
る
慾
求
等
の
必
滋
的
要
素
に
締

す
べ
く
、
一
一
聞
は
誕
の
死
じ
卒
を
決
定
す
る
所
の
ん
一
滅
候
及
食
物
館
吋
の
自
然
的
袈
索
に
崎
町
す
る
乙

一
真
-
に
食
物
の
多
少
は
入
力
た
る
耕
作
に
活
依
る
べ
く
真
に
自
然
カ
北
る
侠
気

， 
d 

五五日一

と
を
得
ぺ
し
。

に

e依
る
ぺ
〈
、
去
れ
ば
人
事
は
悉
く
人
カ
ー
し
天
命
と
の
相
合
致
す
る
所
に
依
I

り
て
定
ま
る
も

の
よ
二
五
ふ
ぺ
〈
、
諺
に
唱
「
人
事
を
議
く
し
て
天
A

怖
を
待
つ
L

と
云
へ

る
は
人
生
結
局
の
英
理
を
説

く
"
も
の
正
一
お
ふ
ペ
し
。

然
れ
ど
も
是
は
専
ら
常
識
的
見
地
よ

b
n泊
、
食
る
口
県
理
に
し
て
一
具
に
深

く
之
れ
を
制
例
中
y
る
に
、
彼
人
口
の
移
動
、
人
口
の
分
布
、
都
市
の
位
地
、
交
通
の
閲
係
等
は
自
然
カ
に

依
F

り
て
左
右
せ
ら
る
h

乙
2
・
事
費
な
1

り
と
す
る
司
ロ
ハ
日
誌
間
接
的
の
干
渉
に
し

て
直
接
の
原
凶

は
印
も
・
専
ら
五
日
人
の
決
意
仁
よ
る
唱
の
な
よ
り
と
一
五
は
念
る
べ
か
ら
ム
グ
。

此
欧
州
に
闘
し
て
ロ
ツ

ス
氏
以

い
L

到
法
せ

一
個
の
興
味
あ
る
例
を
泉
げ
允
1

り
ぱ
く
「
弘
一
品
流
を
波

b
掛
川
一
汗
の
波
、
販
に
直
線

誌

ん
と
す
る
細
川
鼠
あ
J

っ
と
せ
よ
、
此
鵡
頭
が
急
流
の
カ
を
眼
中
じ
置
か
み
少
し
て
英
直
?
仁
舟
を
鴻

ぎ
た
ら
ん
に
は
四
分
の

一
一
間
一
だ
け
湖
岸
波
頭
よ
F

り
下
流
に
還
す
ぺ
し
、
此
場
合
に
此
の
'
知
念
総

果
は
人
間
の
波
線
に
舟
を
懲
行
せ
し
め
ん
と
す
る
意
思
之
河
統
の
之
を
流
下
せ
ん
E
C
ず
る
カ

と
の
合
成
カ
な
1

り
と
す
る
色
を
得
ぺ
し
、
然
ど
宅
若
し
此
繍
頭
に
し
て
河
流
の
カ
を
汲
め
計
量
ー

弐:
jj為
; ~.~官

し
舟
品
目
を
趨
皮

K
上
流
に
向
け
て
鴻
ぎ
党
ち
ん
に
は
必
ヂ
英
舟
を
し
て
目
的
の
地
鮪
に
建
せ

し
る
ひ
乙
と
を
件
べ
し
、
此
場
合
仁
は
之
を
阿
流
と
締
頭
と
の
合
成
カ
と
が
も
見
る
を
得
べ
し
と

雄
、
瓦
に
之
を
主
制
倒
的
仁
見
れ
ば
会
く
綿
一
販
の
目
的
の
費
税
と
す
る
乙
と
を
得
ペ
し
し
と
。
然
t
り

第
二
の
場
合
の
如
く
英
結
果
は
伺
流
併
に
漕
手
の
府
勢
カ
の
務
め
知
戯
施
計
量
せ
〉
り
れ
大
る
悲

の
な
る
事
を
考
ふ
る
時
は
此
峨
販
の
効
作
は
主
槻
的
な
る
意
思
の
カ
に
依
る
と
若
倣
ず
替
差

獅
F

り
槽
舟
の
場
合
の
み
な
ら
常
ノ
人
口
の
移
伎
の
場
合
の
如
を
其
目
的
上
の

聞
な
が
る
べ
し
。

'~ 'l 、

見
地
よ
t

り
論
、
ポ
ノ
る
は
最
宅
穏
貨
な
る
沙
も
の
と
し
て
気
候
、
地
味
、
水
、
木
材
等
の
自
然
的
依
件
は
共

目
的
を
定
ひ
る
じ
接
有
力
な
る
俄
件
な
る
べ
し
と
雌
、
移
住
英
者
の
ほ
接
原
図
は
移
住
山
者
一
の
粉

共
他
凡
て
の
一
枇
合
的
現
象
は
悉
く
粉
一
別
的
の
唱
の
に
し
て
防
て
共
直
按
派
閥
は

耐
刊
に
あ
よ
り
。

悉
く
人
間
の
意
識
中
広
求
め
ら
れ
も
d

る
ぺ

か
ら
み
ア
。

此
の
如
く
祉
合
的
勢
カ
な
る
唱
の
は
会
〈
主
観
的
事
変
な
る
乙
と
疑
ふ
ぺ

か
ら
、
?
と

ず
る

号
、
果
し
て
り

l

ド

氏

ロ

サ
ノ
ス
品
等
の
主
張
す
る
如
く
慾
問
中
一
は
唯

つ
土
へ
穿

9
h
M
2
1
Z
J

い
d

H

P

全
自
多
J

ノ
右
ど

hw

是

場J

の
疑
問
な
よ
ツ
と
一
五
は
な
る
を
得
ム
ァ
。

今
此
疑
問
に
答
ふ
る
に
先
立
っ
て
諸
粧
品
目
皐
者
の

. 49 

慾
望
に
闘
す
る
感
設
を
鴻
ム
ペ
し
。

社
命
的
勢
力
之
し
て
の
一
慾
認
を
論
す

司五五一一一
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毛、

紙
命
冒
的
勢
力
と

L
て
の
慾
認
を
諭
・
7

'
 

m

化
し
若
ぐ
は
移
動
し
来
れ
る
も
の

h

み
。
政
治
上
の
慾
望
的
も
政
棋
に
濁
す
.
る
慾
盟
、
自
由
の

ー
慾
態
等
は
寧
ろ
自
我
的
勢
力
に
属
す
べ
を
替
の
に
あ
ら
診
る
か
。
ハ
ロ

y
ス
‘
お
け
い

λ
グ

ヅ

ケ

ン

ペ
ル
グ
阻
ん
の
分
類
に
多
少
の
削
除
を
加
ヘ
慾
望
を
分
も
て
自
然
的
反
数
化
的
の
二
種
と
し
A

混

じ
之
を
左
の
如
く
分
綴
せ
ん
(
匂
O
ロロハ山丸山
C
ロ
C
同

ω
0
0
山《L
o
q
-
m
y
M
G
U
・)

五
五
六

山

自

然

的

慾

墜

iα
犠
慾
的
、
b
快
織
端
的
、
c
自

我

的
-
d
愛
情
的
、
e
燥

熱

的

問
激
化
的
慾
盟
|
白
、
宗
数
的
、
倫
理
的
、
c
美
的
、
d

相
官
力
的

思
ふ
い
ド
慾
望
な
る
替
の
は
費
五
一
般
舎
の
活
効
に
非
常
な
る
密
接
の
関
係
あ
る
も
の
に
し
て

経
掛
上
の
諸
現
象
は
一
五
ふ
に
及
ば
ヤ
J

凡

べ

て

歴

史

上

に

起

る

諸

積

の

接

選

は

其

源

仁

訴

れ

ば

個

人

叉

は

枇

舎

の

慾
m
践
に
蹄
ず
べ
き
司
の
甚
多
く
、
随
て
五
日
人
仁
し
て
漫
然
一
枇
合
の
交
際
を
見

ん
か
、
一
明
商
事
慾
望
の
接
税
に
あ
ら
合
る
や
を
疑
は

3
る
を
終
歩
。
然
れ
ど
強
制
削
て
考
ふ
る

の
な
よ
リ
。

に
枇
舎
は
先
仁
唱
論
し
大
ふ
が
如
く
葉
桜
木
は
必
理
的
の
現
象
に
し
て
、
自
然
界
が
一
枇
命
日
仁
砂

・
わ
ら
な
る
勢
カ
を
'
及
ぼ
す
ほ
事
貨
な
れ
ど
も
目
芯
は
議
く
五
日
人
の

vω
意

を

混

b
て
現
は
る

h
q

去

れ

ば

自

然

カ

が

枇

食

カ
F
C・
な
る
に
は
必
歩
先
づ
晋
人
の
粉
糊
.
カ
に
ル
旬
、
せ
な
る
べ

然

ら

ば

精

紳

カ

中

に

て

如

何

な

る
H

も
の
が
牡
合
的
勢
カ
と
な
よ
ツ
得
る
"
も
の
な

t
p
や、

措
措

、‘・.，. 

か
ら
や
J
O

r. 

， 

e

ワ
!
ド
鳥

"

Y
ス

兵

容

の

説

く

が

如

〈

慾

盟

な

る

悲

の

は

果

し

て

唯

一

の

枇

合

的

勢

カ

な
F

り

や
-
賂
食
慾
昭
一
以
外
仁
舵
合
的
勢
力
と
な
j

り
得
る
粉
紳
カ
な
き
が
。
若
し
み
t
り
と
す
れ
ば
何

づ
れ
か
英
者
な
'
り
や
。
同
芯
皆
吾
人
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
な

6
0
而

し

て

余

は

今

ワ

!

下

氏

を
以
て
慾
・
凶
践
を
以
て
一
般
合
的
勢
力
な
よ
ツ
と
す
る
皐
者
の
最
大
な
る
代
表
者
と
な
し
之
を
論
評

し
て
以
て
此
問
題
に
及
ば
ん
と
す
。

‘、， .3，
 

•. 

ワ
ー
ド
氏
「
の
読
に
依
れ
ば
人
間
の
必
意
的
現
象
に
大
髄
二
個
の
方
面
あ
ん
，
、
一
は
相
官
・
刀
的
方

向

、

.• 
，
 

1

!

 

今e'
 .‘
 、

商

じ

し

て

…

は

感

情

的

方

面

な

6
、
人
間
の
智
カ
な
る
唱
の
は
人
聞
が
他
の
下
等
動
物
と
異
な

る
重
な
る
理
由
な
れ
ど
宅
其
貨
は
戚
情
の
み
が
入
‘
間
意
識
の
根
本
に
し
て
、
智
力
の
如
き
は
只

戚
情
に
従
腐
し
北
る
手
段
仁
過
ぎ
歩
、
人
生
の
目
的
は
ー
善
」
な
'
夕
、
若
し
生
命
に
し
て
果
し
て
吾
人

. 

の
慾
墜
す
ぺ
舎
二
も
の
之
す
れ
ば
生
命
の
保
存
其
者
は
普
な
よ
り
と
云
は
も
d

る
べ
か
ら
歩
、
然
れ
ど

宅

生

命

保

存

は

客

観

的

に
H
A
な
る
生
物
率
的
の
事
貨
に
し
て
一
見
に

vω
理
的
に
之
を
槻
ポ
こ
れ
ば

寧
ろ
快
織
が
と
云
ヘ
る
一
樹
の
戚
情
に
過
ぎ
安
、
・
邸
中
り
前
者
は
自
然
界
の
方
面
よ

6
日
ル
大
る

au
の

後
者
は
窓
織
界
の
方
面
よ
』
9
見

校

る

宅

の

な
y
り
、
故
に
意
識
的
存
在
主
し
て
の
人
生
の
目
的
は

生
命
保
存
よ
ら
生
歩
る
快
戚
な
ら
か
』
る
bvu
得
安
、
此
快
感
を
川
柳
足
せ
し
め
ん
と
す
る
慾
盟
は
人
，

ト

ι

枇

曾

的

勢

カ

之

仁

て

の

慾

坊

鳴

を

倫

ず

，

，

I
1

・

五

五

七

lSS 
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‘
社
曾
的
勢
カ
ド
乙

L
て
の
慾
切
喝
を
一
愉
ず
、

間
活
動
の
動
機
仁
し
て
唯
一
の
粧
合
的
勢
カ
な
ム
ッ
、
携
曲
目
す
れ
ば
慾
望
は
一
枇
舎
の
動
カ
的
要
素

五
五
八

じ
し
て
相
官
識
は
此
動
カ
を
有
効
に
な
ヨ
ん
が
郊
に
婆
ず
る
指
導
的
要
素
な
よ
ッ
、
市
し
て
氏
、
は
此

枇
曾
的
勢
力
士
る
慾
墜
を
注
の
如
く
分
類
せ

1
9
3
3
3円。
ωonzzq-〈
0
~
・
同
・
勺
・
お
い
)

川
主
要
な
る
社
t
b
目
的
勢
力

日
生
命
保
存
の
勢
力

L
，
積
極
的

1

1

快
鶏
を
求
む

。
内
消
極
的
1

1

苦
痛
を
避
く

7

仏
生
殖
の
勢
力

L
直
陵
均
I
l
l
-
-

生
虫

・
1
1
4
4
-
i
，

J
M
l
f
t
H

広
間
接
的

l
l
l
血
放
問
の
愛
情

問
主
要
な
ち
含
る
枇
合
的
勢
カ

仏
美
的
勢
力

b.
情
緒
的
(
道
徳
的
)
勢
力

ι
相
官
力
的
勢
力

以
上
の
分
知
は
単
に
人
間
慾
望
の
分
類
と
し
て
白
川
る
時
は
大
に
取
る
べ
き
所
あ
ん
，
T
C
雌

是

等
の
諸
慾
刊
誌
の
み
を
指
し
て
唯
一

の
一
枇
命
的
勢
力
な
よ
ツ
と
一
五
ふ
に
翠
ム
ノ
て
は
余
の
営
品
目
し
能

は
会
」
る
所
な
よ
り
。

荷
が
も
梢
し
て
祉
合
的
勢
力
と
一
五
ふ
以
上
は
必
ム
ア
枇
舎
に
特
有
の
が
も
の
な
ら

もd
る
べ
か
ら
な
る
は
勿
論
な
よ
り
、
然
る
に
ワ

i

ド
氏
の
所
荷
主
一
裂
な
る
枇
合
的
勢
力
な
る
が
も
の

を
見
る
に
生
命
保
存
の
慾
一
段
一
の
如
を
生
殖
の
慾
望
の
如
な
皆
純
然
た
る
生
物
感
的
の
勢
カ
に

し
て
之
を
以
て
最
宅
重
姿
な
る
枇
曾
的
勢
力
と
な
ず
は
解
し
難
し
、
・
去
れ
ば
に
や
氏
は
近
年
の

著
述
「
純
庄
一
枇
A
何

日

皐

」

(35ωon日
OHoq唱力
・

8
ど
に
於
て
は
山
門
主
張
な
る
一
枇
曾
的
勢
力
と
一
五

へ
る
を

a . 

有
形
的
勢
力
と
改
め
問
主
契
な
ら
も
d

る
祉
舎
的
勢
カ
と
一
五
へ
る

k
締
紳
的
勢
力
と
改
め

t
lり、

然
れ
ど
ぷ
υ

仰
れ
に
し
で
が
も
鼠
-v-
人
間
活
動
の
動
機
、
北
ゐ
慾
望
の
み
を
列
詑
し
て
枇
合
的
勢
力

515 

是
v

識
を
な
よ
り
と
一
五
ふ
は
柑
常
識
的
の
見
解
に
し
て
充
分
な
る
科
率
的
椀
究
を
桜
花
る
替
の

と
一
五
ふ
ぺ
わ
ら
ヂ
、
何
と
な
れ
ば
科
感
的
仁
見
忙
る
壮
一
舎
な
る
唱
の
は
漠
然
、
花
る
人
間
の
絞
集

に
あ
ち
ゃ
ノ
、
枇
舎
の
一
枇
合
、
党
忍
所
以
は
其
之
を
形
成
す
る
個
人
?
と
個
人
?
と
の
問
に
何
等
か
の
関

係
却
も
低
く
O
B仏
s
r
o
の
迩
鋭
の
存
在
す
る
に
あ

b
、
此
関
係
以
枇
舎
を
し
て
枇
合
た
ら
し
ひ
る

唯
一
の
事
貨
に

L
て
、
枇
舎
は
脱
に
論

b
た
る
如
く
精
一
脚
的
事
責
な
る
を
以
て
此

m
m
5
8含
件
。

世
曾
的
勢
力
と

L
て

の

慾

翠

を

論

ナ

五
五
九



社
命
的
勢
カ
ど
一
L
て
の
慾
還
を
論
ナ
‘

0
0

旬

、

l

e

-

-

ー
は
一
叉
精
一
抑
的
の
"
も
の
な
ち
診
る
を
得
-
ヂ
。
一
故
に
荷
、
宅
一
耽
合
的
勢
力
を
論
甘
ん
と
す
る
が
も
の
は

必
歩
先
づ
此
倒
人
間
の
関
係
を
起
一
紡
と
し
て
考
察
す
る
所
な
が
ふ
べ
か
ら
タ
。
吃
一
清
出
v
i
u

j

、

1
4
出
爪
川
面
山
中
『

J
ρ
v‘

、何一〈仰山口仏

S
Z
を
務
総
せ
》
二
ゐ
精
紳
の
活
動
以
会
然
個
人
的
の
替
の
仁
し
〈
魁
合
的
L

な
る
形
容

亀沢山ハ
O

調
を
泣
す
べ
き
郊
の
に
あ
ら
ヂ
。

随
て
縦
し
ゃ
慾
望
は
賛
際
一
枇
合
的
勢
力
な
ι
ッ
と
す
る
電
車

に
苦
を
避
け
換
b
l

琢
ウ
自
己
性
慾
の
織
足
を
求
め
身
の
安
稼
を
希
ぴ
美
を
慕
び
搬
を
厭
ぴ
お

〈
は
英
理
を
尋
ね
て
自
ら
弾
一
牲
を
補
足
せ
し
め
ん
と
す
る
が
如
く
個
人
仰
の
粉
紳
的
関
係
を

Mm
仁
し
て
考
へ
ら
れ
北
る
慾
m
況
は
徹
顕
徹
日
比
個
人
的
の
も
の
に
し
て
、
之
を
政
治
に
替
ふ
れ
ば

r
J
I
 

…
閣
の
内
政
と
号
、
一
五
ふ
ぺ
を
替
の
な
，
h
J
内
政
と
一
五
へ
と
宅
間
接
に
は
外
閣
に
影
響
ゐ
る
替
の

仁
相
縫
な
し
と
鋭
部
、
内
政
一
は
其
-
文
字
の
示
す
か
如
く
争
点
山
内
閣
を
目
的
と
す
る
唱
の
に
し
ぐ

舛
聞
と
の
閥
係
と
直
接
の
漣
絡
な
き
刈
も
の
な
れ
ば
、
内
政
は
何
鹿
ま
で
宅
内
政
な
ん
J

、
間
接
仁
外

t

交
に
関
係
ゐ

b
と
て
内
政
を
以
て
外
交
な
A
ツ
と
す
る
の
不
僚
理
な
る
は
三
尺
の
童
子
十
雌
ト

t、

知
る
所
な
よ
ツ
。

会
然
個
人
的
な
る
勢
力
を
以
て
間
接
仁
一
枇
舎
に
関
係
あ
1

り
と
て
直
に
之
を
呼

ん
で
舵
合
的
勢
カ
と
す
る
は
内
政
t
ζ

外
交
と
を
混
同
す
る
の
類
な
t

り

と

一

お

ふ

べ

し

。

ー

然
ら
ば
如
何
な
ふ
粉
紳
力
は
粧
台
的
な
ふ
形
容
詞
を
冠
す
べ
を
弘
の
な
A

り
や
と
云
ふ
に
、
余

dg鰭
祖

の
考
ふ
る
所
に
て
は
此
勢
力
は
必
ホ
/
注
の
四
個
の
中
何
づ
れ
れ
に
溺
せ
診
る
ぺ
が
ら
み
ye

川
一
の
個
人
必
意
よ
F
O

他
の
個
人
必
意
に
濁
し
て
運
動
を
輿
ふ
ふ
唱
の

:主プ~害プ鼠;'iJ' ;~ 

問
一
の
枇
命
同
必
意
よ
'
・
り
他
の
枇
命
m
必
窓
に
帆
到
し
て
運
動
を
輿
ふ
る
替
の

mw
一
の
個
人
必
滋
よ

b
枇
合
必
意
に
劃
し
て
迩
勤
を
輿
ふ
る
も
の
円

a 

く
の
人
が
然
か
く
な
す
が
故
に
自
己
弘
然
'
わ
く
な

3
N
h

る
べ
か
ら
も
d

る
が
ー
知
念
、
一

個
の
魅
力

仰
の
一
枇
曾
v心
窓
よ
-h'
個
人
必
意
仁
謝
し
て
巡
識
を
胤
ハ
ふ
る
唱
の

枇
合
的
勢
カ
は
必
ヂ
此
問
似
の
勢
力
の
か
判
づ
れ
か
に
腸
せ
た
」
る
を
得
ホ
/
と
雌
弘
、
一
万
・
米
枇
曾

、 4

必
滋
な
る
も
の
は
個
人
必
窓
の
交
渉
の
結
果
に
し
て
且
つ
個
人

vu
意
の
中
に
分
布
せ
ら
る
、

も
の
な
る
が
放
に
倒
人
E
C

一
枇
合
叉
文
一
枇
舎
と
鮭
舎
と
の
問
に
勢
力
の
体
格

T
る
仁
以
、
必
中
J

岡

・

1

J

r

l

h

t

J

‘，
A
E
E

人
の
顕
脳
を
通
過
せ
な
る
を
得
公
る
を
以
て
結
局
側
人
の
必
意
ょ
ん
/
他
の
個
人
の
必
・
訴
に
迩

動
を
体
ヘ
得
る
も
の
は
最
母
校
本
的
な
J
W

怠
議
に
於
け
る
枇
合
的
勢
力
な
L

り
と
一
五
以
ざ
る
を

得
歩
。

サ
フ
ユ

レ

ケ

}

ム

毛

ま

七

重

〉

J

a

v

r

r

J

L

v

d

μ

椛

担

行

V

ぬ
7
・0
P

コ仏

3
5
を
名
づ
く
る
仁

同

H
d勺
吋
O
ω
ω
{
O
ロ

な
る
文
字
を

以
て
し
之
を
三
舗
に
区
別
し

t
・'h
ノ
、
(
ご
は
入
、
問
の
思
考
し
活
動
す
る
所
の
形
式
に
じ
て
、
人
は
多

57 

を
戚
歩
道
徳
上
法
律
上
の
制
裁
の
ー
知
念
H
A
A

な
I
リ
u

悦
舷
曾
的
勢
力
と

L
て
の
、
慾
認
を
倫
ず
.

(
ニ
)
は
此
の
如
く
確
定
せ
診
る
唱
能
く
倒
人

を

-
i

、

まL
'0-1 ... 
/.'、
.閥、a



乱
枇
曾
的
勢
力
と
し
セ
の
慾
認
を
愉
ず

を
拘
束
し
得
る
唱
の
郎
も
宗
数
熱
の
如
を
是
な

bo

五
六
一

t

t
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58 

(
一
一
一
)
は
戸
市
数
熱
の
如
く
激
烈
な
ら
な
る
も

~ ，(:~ ..1' r 
t 、l

枇
舎
一
般
の
意
見
と
な
れ
る
も
の
是
れ
な
ん
。

の
感
カ
に
重
舎
を
皆
、
き
柁
れ
ど
唱
翼
賛
際
を
税
察
す
れ
ば
此
枇
合
必
意
の
‘
強
力
な
る
オ
も
の
dυ

結
局
余
の
防
じ
論

b
た
る
が
如
く
個
人
必
窓
の
交
渉
に
過
ぎ
や
ヘ
タ
ー
ル
ド
兵
は
此
個
人
間
の

デ
ユ
ル
ケ
!
ム
氏
は
此
の
如
く
一
枇
舎
の
必
意

‘.、 t
ー

‘'  
j 、

m日
{
〈

O
B仏
g
Z
を
模
倣
の
閥
係
じ
於
て
接
見
し
大
'
り
。

氏
の
模
倣
な
る
も
の
は
極
め
て
藤
棚
な

、
る
意
義
を
有
す
る
も
の
に
し
て

一
の
脳
髄
が
他
の
悩
備
に
禁
概
念
意
志
及
戚
情
子
一
反
射
廿
し

ひ
る
凡
て
の
必
的
印
象
(
守
山
3MU
足
立
3
5
3
E
W仏
2
3ロ
n
o
m認
可
日

2
5ロ
3
5
2
2
0
P
C
見
出
企

0
3
5由
民
刊
号

3
3
8
G
m
o
m
氏
AWな
umAW仙
〈

O
H
O
口広
ω“
HHHAω

ヨ
凸
お

ω
g
M
5…今
O

仏
の
印
。
三
円
H
U
M
w
g
n

山g
仏
内
町
々
の
ゲ
O

一o
m円。
ω
o
n
g日
0

・M
U

・忠・)

を
指
す
唱
の
な
れ
ば
大
踏
に
於
て
此
雨
氏
の
設
は
一
致
す
る
も
の
な
F

り
。
而
し
て
ず
ユ
ル
ケ

!
ム
兵
の
所
鵡
…
日
勺
円
gω
山O
口
と
一
五
ぴ
タ

i

ル
ド
氏
の
所
説
模
倣
と
云
ふ
は
結
局
一
の
紛
紳
よ
1
り

他
の
粉
紳
に
輿
へ
ら
る
k

も
所
の
暗
示
に
外
な
ら
診
る
を
以
て
余
は
一
枇
命
日
的
勢
力
な
る
も
の
は

、
v-rq
一、一-

‘

i
主
畠
曇

-FVAぺ
‘
「

一t
u
mぷ
，

;
、

入札け二日つ一
b
h
J
e
h

z
-
f
'
h
J
A
Kパ
L
，

'
H
E
L
P
号、

L
b
H
U
P
K

窮
極
ず
る
所
、
暗
示
b
w
占
拠
ふ
ぺ
を
凡
て
の
粉
紳
力
に
外
な
ち
?
と
一
五
は
ん
と
す
。
允
宅
余
の
所

潮
崎
示
な
る
揺
は
極
め
て
蔵
澗
な
る
意
義
に
し
て
無
意
識
に
輿
ヘ
ら
る
弘
、
戚
化
の
'
却
を
"
も
の

を
号
、
意
識
的
に
法
律
命
令
教
育
宗
教
等
、
に
依
J

り
て
血
ハ
へ
ら
る
、
"
も
の
を
宅
悉
ぐ
包
合
ず
る
所

:l 

Aム

の
沙
も
の
な
る
を
記
憶
せ
念
る
べ
か
ら
み
ア
。

而
し
て
人
は
一
万
京
極
め
-
て
暗
示

3
れ
-
H
初
を
唱
の
に

，
鹿
盤

ι
0

・A
、

‘‘

r
z
t
j
 

i

E

 

r
a
t

コ

匂
fvシ戸
4

6

F
T
d
f
r
，
 

訴
保

M
e
h
E

曳
J??

4

h

 

h

傾
向
を
有
す
る
唱
の
な
I

り。

し
て
卒
常
催
眠
術
仁
擦
れ
る
も
の
E
B

如
く
、
淑
念
を

q-意
志
を
も
戚
情

-K
も
悉
く
暗
示
せ
ら
る

放
に
慾
皮
の
如
合
唱
勿
論
暗
示
し
叉
は
・
暗
示

3
れ
得
べ
し
と

雌
も
彼
ワ
!
ド
氏
等
、
が
慾
川
県
一
を
以
て
枇
合
的
勢
力
と
な
す
は
決
し
て
此
見
地
上
ん
'
す
る
替
の

&-0 

と
な
t
り
て
N
M

と
な
る
べ
く
、
真
に

α

b

の
ニ
カ
が
分
置
を
異
に
し
方
向
を
異
に
し
て

働
〈
時
は
此
磁
力
の
合
成
力
は
結
局
の
暗
示
を
決
定
す
べ
し
。
然
れ
ど
宅
此
の
如
を
は
最
も

単
純
な
る
勢
力
体
格
の
形
式
を
一
不
し
北
る
も
の
に
で
官
際
に
蛍

b
て
は
他
の
自
然
カ
、
個
人
の

紙

曾

的

勢

カ

と

L

℃

の

慾

還

を

諭

す

ト

‘

五

六

一

一

一

一
個
人
に

に
み
ら
歩
、
若
し
此
横
の
見
地
よ

b
論
、
特
」
ば
性
慾
食
慾
等
の
自
然
的
慾
川
訟
は
最
も
枇
命
的
勢
力

に
濯
を
も
の
と
一
お
は
公
る
を
得
ヂ
。

然
ら
ば
暗
示
に
よ
ん
〆
て
偽
へ
ら
る
色
、
枇
合
的
勢
カ
は
如
何
な
る
規
則
に
依
t
り
て
活
動
す
る

や
と
云
ふ
に
大
般
に
於
て
物
質
問
介
の
運
動
の
法
則
に
従
』
み
も
の
に
し
て
、
一
例
入
よ
t

り
他
の

個
人
に

α
な
る
暗
示
を
蹴
ハ
ふ
る
時
以
同

b
く

α
な
る
運
動
を
越
す
は
自
然
な
よ
リ
、

狭
山
る
じ
若
・

し
同
一
人
に
怖
と
叫
の
二
力
が
同
時
に
働
き
か
く
る
時
以
此
雨
カ
は
中
和
せ
ら
れ
何
等
の
慾

真
に
い
山
1
」
怖
が
阿
一
人
の
上
に
同
時
に
働
く
時
は
並
行
暗
示
カ
は
一
一
倍

動
を
生
性
会
」
る
ぺ
し
。

噌海



枇
曾
的
勢
力
と

L
て
の
併
協
議
を
諭
す

利
害
、
英
人
の
素
質
、
過
会
の
経
験
、
従
来
の
信
仰
等
の
種
々
雑
多
の
非
枇
命
的
勢
力
の
干
砂
、
め
よ
ツ

て
決
し
て
数
的
学
的
に
規
則
圧
し
く
巡
行
す
る
遣
の
に
み
ら
ん
グ
0

・
故
に
以
上
紘
一
枇
合
的
勢
力
の

h

み
単
純
に
且
完
全
仁
行
は
る
弘
、
時
の
有
様
を
想
像
し
た
る
唱
の
に
し
て
、
口
ハ
大
憾
の
プ
ロ
バ
ピ

リ
テ
、
ー
を
示
し
食
る
唱
の
に
過
ぎ
歩
。

五
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然
れ
ど
も
此
勢
力
体
搭
の
見
地
よ
F

り
し
て

一
一
閥
究
明

の
懸
史
を
考
ヘ
若
く
は
異
な
る
宗
教
、
感
説
、
風
俗
等
の
相
傍
突
し
或
は
調
和
す
る
其
活
動
を
見
、

若
く
は
群
集
の
精
納
仰
が
些
細
の
刺
戟
よ
'0・
し
て
俄
に
鍛
天
勤
地
の
大
悲
劇
を
演

b
、
若
く
は
英

雄
豪
傑
が
五
尺
の
小
身
を
棒
げ
て
忽
も
天
下
を
威
厭
一
し
、
或
は
取
一
人
が
大
滋
大
悲
の
散
を
垂
れ

て
精
紳
的
に
衆
生
を
腕
併
皮
す
る
其
勢
力
を
伽
側
、
ポ
ノ
る
時
は
暗
示
の
カ
の
如
何
に
偉
大
に
‘
し
て
謀

総
防
水
の
如
何
じ
波
大
無
竣
な
る
か
を
知
る
べ
し
。

此
の
如
く
論

b
・
来
れ
は
此
種
の
勢
力
の
授
受
の
理
絡
に
闘
す
る
椀
究
は
殆
ん
ど
枇
合
必
般

の
み
一
憾
を
覆
ふ
唱
の
な
る
を
見
る
ぺ
く
、
総
て
之
を
詳
論
す
る
は
此
積
の
一
小
論
突
の
能
く
す

る
m
A
に
あ
る
京
、
故
に
余
は
皐
に
諸
島
場
者
の
慾
刊
訟
に
闘
す
る
分
類
を
列
起
し
、
且
慾
虫
の
み
が
枇

舎
的
勢
カ
に
あ
ら
歩
し
て
暗
示
を
務
想
し
北
る
精
紳
カ
は
其
智
情
意
の
仰
れ
に
係
ら
ポ
''v

皆
耽

合
的
の
勢
力
な
る
乙
と
を
略
論
し
た
る
の
み
。

約
t
E
C

回ω
び
ま
す
。
ぞ
れ
寸
私
が
此
陪
審
制
度
論
と
一
お
ふ
乙

止
を
鍋
げ
て
諸
君
に
御
話
致
す
'
と
す
る
な
ら
ば
、
少
く
と

宅
陪
審
制
度
船
内
否
に
関
す
る
根
本
の
問
題
は
何
践
に
盗
る

わ
、
又
次
に
陪
審
制
度
の
淵
淑
は
ど
ラ
で
あ
る
が
、
叉
陪
容

制
皮
が
延
世
に
於
て
諸
岡
仁
行
以
れ
た
の
は
、
ど
う
え
ふ

識
で
+
め
る
わ
、
叉
階
寝
裁
州
列
所
に
於
け
る
探
査
員
と
一
五
ふ

私
の
題
は
陪
格
制
皮
論
AZH
一潟
Hめ
の
で
を
含
い
ま
す
。
此
唱
の
、
、
住
務
は
如
何
な
る
川
も
の
で
あ
る
か
~
叉
防
総
裁
刷
刈

陪
審
制
皮
b
e
，
我
邦
に
布
く
べ
き
や
一
台
や
と
一
羽
ふ
乙
と
は
、
山
川
は
各
閣
に
行
は
れ
柁
よ
し
す
る
tι

、
そ
れ
ノ

γ、
長
所
が
な

昨
年
の
一
度
以
来
我
山
郊
の
問
題
と
な
っ
て
印
刷
っ
て
況
に
'
術
関
一
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
長
所
似
仰
れ
い
に
夜
る
わ
、
、
叉
・
陪
寝
裁
剣

議
舎
に
宅
建
議
案
と
し
て
抗
出
寸
け
れ
て
ほ
絢
ゐ
ゃ
う
で
あ

b
一
所
に
就
て
川
市
随
分
非
難
の
識
も
多
い
、
ヌ
う
す
る
I
C
其
鋭

、
ま
す
。
そ
れ
で
此
陪
審
制
度
を
我
邦
に
採
用
す
べ
を
や
否
二
加
は
仰
れ
に
在
る
か
、
叉
防
総
裁
列
所
仁
関
Y
'
w
'
Q

多
数
の

や
2
一
五
ふ
問
題
は
、
係
程
よ
く
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
一
患
者
の
意
見
は
何
れ
に
在
る
わ
、
悶
民
の
意
縛
は
ど
う
な

問
題
と
考
へ
ま
す
。
我
邦
dυ

伐
に
大
闘
の
列
に
入
つ
れ
仏
乙
一
っ
て
居
る
か
、
叉
陪
審
裁
剣
所
は
将
来
と
奇
術
存
綴
し
て

で
を
や
C

ぃ
、
咋
仇
し
て
、
且
此
陪
務
制
度
正
一
五
ふ
H

も
の
は
、
外
一
行
く
懇
命
を
宥
っ
て
居
る
か
ど
う
で
あ
る
か
と
一
五
ふ
ゃ
う

闘
に
於
て
防
に
布
か
れ
て
、
長
い
間
の
経
験
対
も
あ
I

り
ま
す
一
な
問
題
に
付
て
、
攻
究
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
正
考
へ
ま
ナ
。

る
わ
ら
し
て
、
大
問
問
の
面
白
と
し
て
彼
れ
に
於
け
ふ
成
績
一
一
併
し
只
今
わ
ら
ゆ
A

う
一
お
ふ
問
題
を
悉
(
御
話
し
巾
す
時
間

如
何
、
叉
長
く
布
わ
れ
て
ほ
刷
ゐ
の
で
、
い
ろ
/
¥
感
者
の
一
一
は
あ
の
ま
せ
ぬ
、
そ
と
で
私
が
琢
て
陪
審
制
度
論

ι一潟ふ

攻
究
論
難
の
紡
回
帰
は
ど
う
で
あ
る
が
と
云
ふ
や
う
な
乙
ー
と
唱
の
を
、
自
ら
が
草
稿

ιし
て
持
っ
て
ほ
泊
ふ
、
今
日
は
共

を
考
へ
て
、

3
う
し
て
後
仁
一
採
否
を
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
i

中
の
一
車
問
審
裁
剣
所
の
短
所
と
一
お
ふ
だ
け
の
事
を
御
諾

一

講

演

Y

4

4

}

u

y

い

一

心

況

六

五

ソ

対外一
一一…
H
H
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P呉i

陪

審
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度

論
大
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